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はじめに
グループ４　メンバ紹介

名前 所属

今田　純子 会計課

大類　祐矢 防災危機管理課

豊島　崇 環境エネルギー課

岸　貴和 福祉課
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提案テーマ

アラカン世代のスモールビジネスで
尾花沢はお金と元気を手に入れる！！

少子高齢化が進む中、歳を重ねても生き生きと住み続けていけるよう、
小遣い稼ぎをすることで、やりがいと生きがいを見出す。
仕事をすることで、コミュニティが生まれ孤立化を防ぐと共に、体を動かすことで、
健康づくりにつながる。

ねらい
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解決すべき課題の特定～尾花沢市の課題（1/2）
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年齢３区分の構成比の推移をみると、年少人口（15歳未満）と生産年齢人口（15～64歳）
の割合は減少傾向、高齢者人口（65歳以上）の割合は増加傾向にあり、少子高齢化が進行。 
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解決すべき課題の特定～尾花沢市の課題（2/2）
Q　日々の生活でどのような悩みや不安を感じることがありますか
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災害時のこと
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地域福祉計画策定のためのアンケートより

「雪に関すること」が最も多く、次いで「健康のこと」
「老後のこと」「経済的な問題」の順となっている。

少子高齢化の現状や
アンケート結果から見えてきたワード

健康づくり
生きがい対策
小遣い稼ぎ

孤立化の防止
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初期仮説の決定
　気軽に働ける環境を作ることで、
　　　小遣い稼ぎができる　→　経済的不安の解消

コミュニティが活性化する　→　孤立化の防止・生きがい対策

体を動かすことができる　→　健康づくり
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仮説の検証
「アラカン」といわれる時期を迎える人たちに聞いてみました。

農業法人の皆さんに聞きました。
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課題解決（公式アプリの開設）

アラカンにあった柔軟な働き方ができる環境を広げることで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より多くの人が活躍できる社会！！

尾花沢市公式
就労マッチングアプリの開設

『尾花沢すいか』はつくる人あってこその地域資源

空いた時間に地域のお仕事のお手伝い

「誰でも、気軽に、自分に合った働き方ができる」

一日単位や数時間の求人を募集する農家と
  その日に働ける求職者（スモールビジネス）をつなぐマッチングアプリ
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課題解決（ビジネスモデル）

依　頼　者

ＬＩＮＥ　Ｐａｙ（ＰａｙＰａｙ）
（電子決済による支払）

アラカン世代

猫の手になれたことの
　　　　　充実感

求人の申込
支払い

農家の繁忙期の
人手不足

人手不足の不安解消

求人の依頼

マッチングアプリ
（市が運営）
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課題解決（実現性の検証）

　　　パイロットプログラムの実施
メンバーを限定して試験的に運営を行い、参加者の反応やフィードバックを収集する

　
　　　農家やアラカン世代へニーズを確認
　　　　 求人、求職のニーズ量の把握
　
　　　支払の仕組みを検討
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課題解決（課題とリスク）

求人内容のセキュリティ（ブラックな求人の阻止）

求職者のモラル（ドタキャンなどの契約不履行）

トラブル時の対応（誰が対応するのか）

アプリの運営費用の負担（誰がどのくらい負担）

求人と求職者の十分な量の確保（周知方法）
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スケジュール・体制
いつまで なにを 備　　考

事業スタート
12ヶ月前 ニーズ量の把握

農家（繁忙期はいつ？どんな仕事？労働時間は？何人ぐらい？時
給はいくら？）
アラカン世代（希望する就労時間帯・希望する労働時間？どんな仕
事？時給は？）

事業スタート
６ヶ月前 パイロットプログラムの実施

アプリの使いやすさの検討
支払方法の検討
パイロットプラグラムを検証して実現性はあるか
アプリの修正
地域通貨導入できないか

事業スタート
１ヵ月前 事業のPR

SNSやHPでの事業のPR

事業スタート



1414 Obanazawa City 2025

目標

　　マッチングアプリ
　　　求職登録者数　２００名
　　　　 を使ってチョットした時間に仕事で活躍できる

　　　　アラカン世代が きっかけづくり
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投資計画（3年間）
目的
　マッチングアプリ※の導入による尾花沢の農家での単発バイトを実現する。

項目 内訳 1年目 2年目 3年目 合計

アプリ導入費用 初期費用 3,900,000 0 0 3,900,000

運営費用
（4年目以降も必要）

1,900,000 1,900,000 1,900,000 ５,７００,０００

普及促進費用
（内容は右項参照） 0 0 0 0

合計 9,600,000

３年の計画内容
１年目： 認知向上、十分な求人件数の確保。掲載した事業者へ応募を発生させる。（初速が重要）
２年目： 掲載数と応募数の分母が増える循環を創る。（発展させる）
３年目： 活動データを基に適切な雇用支援を実施。（安定運用）

普及促進費用については内製化を想定
• 広報/PR費

SNS、HPなどのプロモーション
• 説明会

住民向けの研修、ワークショップ開催
• インセンティブ費用

利用促進のためのポイントやクーポン提供

※マッチングアプリは、株式会社MatchboxTechnologiesの「マッチボックス」を想定して費用を算出しました。

「新しい地域経済・ 生活環境創生交付金（デジタル実装タイプ）」を活用することにより、初期費用を１／２にすることも可能。
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まとめ



ご清聴ありがとうございました
グループ４


